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論文の要旨及び判定理由 

男性直腸がん患者は、術後に排便・排尿・性機能障害という3大機能障害に悩まされる。

本研究では、男性直腸がん患者が術後に出現する機能障害をどのように受け入れていくの

かというプロセスを明らかにした。術後6ヶ月以上経過した男性直腸がん患者14名に半構

成的面接を行い、グラウンデッドセオリーアプローチを用いて分析した。 術後3大機能

障害による体験に関連する現象として≪排便障害の始まり≫≪排尿障害の実態理解≫≪

排便障害へのとりあえずの対処≫≪コントロールできない排便≫≪自尊心へのダメージ

≫≪手術したことへの後悔≫≪支えの実感≫≪諦めによる受け入れ≫≪前向きな受け入

れ≫など12サブカテゴリーを形成した。ストーリーラインは術後間もない時期から排便障

害に翻弄され、排尿障害、性機能障害も追い打ちをかけるように出現する。複合的な機能

障害が相互に影響して、生活そのものや仕事、趣味・娯楽へも悪影響が生じ生活に支障を

きたす。性機能障害による羞恥心、様々な機能障害と男らしさの喪失感が自尊心に影響を

与える。対処方法を模索し理解が進むと一旦自尊心が低下するという辛い体験をする。し

かし、自分なりの対処ができ始め、対処の確立へとつながるプロセスを歩んでいた。 

本研究では、男性直腸がん患者の障害は①3大機能障害が折り重なって影響し合うこと、

②障害の理解は男らしさの喪失を伴い自尊心低下を招くが、それらに対処できることが自

信になり障害を受容できる知見が得られ、博士（保健学）の学位に値するものと判定した。
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